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☆「星空情報」を毎月お届けします。

私たち「黒石すぼるの会」では、今年もこのような「星空情報」を毎月発行し、黒石市内の小・

中学校にお届けいたしますo先生方におねがい書き小満探鳥年生から中学校3年生までの
全教室に貼ってもらうことにしました。月や星、星座や流星群などの天文についてのいろい

ろなことを載せていきますので、みんなが読んで、星空を見るときの参考にしてください。

東の星空

「北斗七星」のスプーンの柄にそってカーブ

を延ばしていくと、のし袋の「のし」に似た

うしかい座のl等星アルクトウルスにつきあ

たります。

その線をさらに延ばしていくとおとめ座の

蒜霊鳥誌詰器量讃撲醸
といいます。

また、時刻の関係で図には書けませんが、

午前4時ころになると、やぎ座にいる十l等

の火星、十0.8等の土星、みずがめ座に

いる-4.3等の金星が昇ってくるし、更に

午前5時ころにはうお座にいる-2.1等の
木星が昇ってきます。

西の星空

まだ、ふたご座やオリオン座など冬の星座が

残っていますが、春霞のせいもあって鋭い

輝きはありません。

しかし、ふたご座のカストル(2等)とポル

ックス(1等)の兄弟星ふたっが横にきれいに並

ぶ姿や、1等星のカペラなどで作る5角形

のぎょしや座が目立ちます。

また、目が暮れて間もない西空のおひつじ

座には-2.1等の木星がいます。
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